
平成年度 ～ 平成年度

必要性

有効性

効率性

Ｂ

Ｂ

〔 〕

　　　　　　　　　　　　　　〃

継続

コメント

コメント

　定期的な各種予防注射、畜舎消毒等の実施により、疫病の発
生が抑えられているため、今後も必ず継続して実施する。

畜産農家、ＪＡ、行政の役割を検討されたい。

今後の方向性

今後の方向性

継続★★★

平成17年度

継続

定期予防注射、畜舎消毒

改革により予
想される成果

　消費者に対し、安心安全な農産物（食肉等）の提供、健全な家畜の育成が図れる。

平成19年度か
らの対応

①鳥インフルエンザ等の重大な病気に対する監視、検査の実施
②家畜防疫のため、畜舎及び周辺の消毒、畜舎周辺の環境整備の実施

平成20年度以
降の対応

毎年、定期的に防疫対策として、豚コレラ、豚丹毒、ミツバチフソ病、牛結核、ブルセラ病等の各種予防注射、ま
た、定期的な疫病の検査の実施

一次評価

平成16年度
定期予防注射、畜舎消毒

平成18年度

●評価指標

●事務事業の評価

事務事業名
所  管

手　段
（どのようなや
り方で）

事務事業の背
景・住民の意向

成　果
（どのような状
態にしたいか）

対　象
（誰・何を）

整理番号 41101-000

農林課　農政スタッフ

家畜防疫事業

政　策 4-1-1　農業の振興

●事務事業の位置付け

期間

基本計画におけ
る位置付け

基本政策

根拠法令・要綱等 家畜伝染病予防法

関連
政策

定期予防注射、畜舎消毒　（牛六混合232）

事務事業実績

牛、豚、鶏の家畜及びミツバチ

●事務事業の実績・投入コスト

単に消毒を行うのでなく、適時に適量薬剤の使用を行った。
見直し改善の

経過

年度

4-1　　魅力ある農林業の振興

●事務事業の内容

疫病の発生を抑え、健全な獣畜を育成し、消費者に対して良質で安全な食肉等の提供が行える。

　定期的な予防注射等により、実害のある疫病は発生していないが、病原性鳥インフルエンザは、他県の遠方で発
生している。

家畜の疫病予防等のため、各種予防注射等を実施し、畜産振興を図る。
目　的

（何のために）

観点別・一次評価（担当部署の評価）

二次評価（行政評価委員会の評価）

●改革プラン

二次評価 ☆☆☆
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★★観点別評価
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